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生物地球化学の誕生と日本での展開
Development of the field of biogeochemistry in the world as well as in Japan
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生物地球化学（Biogeochemistry）の誕生にはロシアの科学者V.I. Vernadsky（1863-1945）が深く関係している。Vernad-
skyは Biogeochemistryに関連して各地で講演を行い、1926年著書 The Biosphereを発刊し、その内容はその後世界に多
くの影響を与えた。日本との関係において重要と考えられる講演は、1923年にパリで行われた講演である。というのも
この講演会に東北大学の高橋純一教授（1887-1959）が出席し、Biogeochemistryに関する講演内容に感銘し、その内容を
日本に伝えたからである。一方、東京帝国大学の柴田雄次教授（1882-1980）も数年ヨ-ロッパ（ドイツ、フランスなど）
に滞在し、帰国後地球化学・生物地球化学に関する研究を開始し、この研究に参画した多くの研究者に大きな影響を与え
た。その中には木村健ニ郎教授、三宅康雄教授、南英一教授、Biogeochemistryを生物地球化学と訳した村上悠紀雄教授、
山形登博士、菅原健教授、北野康教授など地球化学・生物地球化学の分野に優れた業績を残した著名な人々が含まれてい
る。そしてこのような人々に続いて多くの優れた弟子や孫弟子輩出し、更に広く深くこの分野の研究が展開していること
は申すまでもない。本講演ではこのような世界及び日本における地球化学・生物地球化学という学問分野の始まりにつ
いて御紹介し、生物地球化学の諸分野でご活躍の皆様の更なる発展と生物地球化学の新しい展開を期待したいと思う。


